
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後

内　科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

外　科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

眼　科 ○

内　科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

外　科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

眼　科 ○

整形外科 ○

内　科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

外　科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

眼　科 ○ ○

整形外科 ○

小児科 〇 ○ ○ ○

内　科 ○ ○ ○ ○ ○ ○

外　科 ○ ○ ○ ○ ○

小児科 ○ ○

内　科 ○ ○ ○ ○ ○ ○

外　科 ○ ○ ○ ○ ○

眼　科 ○ ○

整形外科 ○

  　※診療予定が変更になる場合もありますので、お気軽にお問い合わせ下さい。

午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後

内　科 ○ ○ ○ ○

外　科 ○ ○ ○

内　科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

外　科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

眼　科 ○ ○

整形外科 ○

内　科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

外　科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

眼　科 ○

整形外科 休診

小児科 〇 〇 ○ ○ ○

内　科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

外　科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

眼　科 ○ 〇

整形外科 ○

小児科 ○ ○ ○ ○ ○

内　科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

外　科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

眼　科 ○

整形外科 ○

予約外の診察は月曜日の10時00分までです。(水曜日は予約患者のみです。)
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新患・再来とも予約制となります。
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9
月
に
入
り
ま
し
た
が
、
毎
年
の
よ
う
に
続
く
台
風
な
ど
の
災
害
に
よ
る
被
害
が
心
配
さ
れ

ま
す
。

大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
、
早
め
の
対
策
や
避
難
の
呼
び
か
け
の
声
が
時
折
耳
に
入
っ
て
き

ま
す
が
、
感
染
対
策
で
定
員
が
少
な
く
な
っ
た
避
難
所
で
は
満
員
と
な
る
所
が
あ
り
、
家
族
で

地
元
の
ホ
テ
ル
に
避
難
し
た
り
、
自
宅
を
補
強
す
る
な
ど
の
動
き
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
、
い
ろ
い
ろ
と
以
前
の
よ
う
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
何
か

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
自
分
自
身
の
健
康
に
気
を
つ
け
る
方
が
増
え
て
き
て
い
る
ら
し
い

の
で
、
良
い
変
化
も
あ
る
の
だ
と
思
い
た
い
で
す
。

山
田
病
院
で
は
糖
尿
病
教
室
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
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入院生活では、治療や療養のために制約されることが多くあります。特に高齢の方は、

普段の生活と違う環境で過ごすことでストレスを感じ、夜間眠れなくなったり、一時的

な認知障害を起こすことがあります。入院中でも、患者さん同士がお話ししたり、一緒

に何かを作ったり、レクリエーションをする場所があったら、一時的にでも治療を忘れ

て穏やかな入院生活を送ることができるのではないかと考え、令和元年より「院内デイ

ケア」を開始しました。

院内デイケアでは、入院後症状が安定したと医師が判断した患者さんを対象に火曜日と

金曜日の週２回１４時３０分から１５時３０分の時間帯で、看護師などにより企画された

様々なレクリエーション（体操、ペットボトルボーリング、風船バレー、歌を歌う、こと

わざ、クイズ、塗り絵など）を行っております。参加者の中には、普段見せることのない

特技を発揮される方が多くいらっしゃいます。現在は、密をさけるため参加人数を制限し

て開催しておりますが、少しでも心地よい時間を過ごしていただけるよう、楽しい企画を

今後も考えていきたいと思います。

疫
病
退
散



薬が余っているんだよな～。

種類が多くてほうでがねぇ。

なんか、これを飲むと調子が悪いんだぁでば。

早速ですが、みなさん、お薬に困っていませんか？

飲み忘れてしまう、量や回数を間違えてしまう、飲みにくい、数が多くて管理

が難しいなど、「病気のことではないから～」と診察室では相談しにくいお薬に

ついての悩み事は、今、ＴＶドラマで話題の‟薬剤師”に相談してみましょう！

例えば、

など、どんなことでも構いません。お薬手帳やお薬を持ってご相談ください。

現代の医療においてお薬での治療は欠かせないものとなり、様々なお薬を使用

することが多くなりました。特に高齢者では複数のお薬を同時に使用する場合が

多いですが、肝臓や腎臓機能の低下により を用いると薬物に由

来する有害な事象の発生（例：転倒し骨折、認知症の悪化、副作用など）が高く

なるとも言われています。

この複数のお薬を使用することで好ましくない症状や病気が起こることを

ポリファーマシーといい、これが社会問題となっています。

あなたが今、悩んでいることもポリファーマシーなのかもしれません。ぜひ、

をお持ちになり、 や を上手にご利用ください！

平成２８年４月から４年半の間、山田病院の内科医師として

診療いただきました、岩手県医療局参与 齊藤 豐 先生が、

１０月２日（金）の外来診療をもって、岩手県を離れられる

ことになりました。

齊藤豐先生は、東日本大震災津波当時は和歌山県で診療に従事されていま

したが、被災地の医療がずっと気になっていたとのことで、医師が不足して

いる中、山田病院での勤務を希望され、外来診療や訪問診療にあたっていた

だきました。

現在、山田病院の常勤内科医師は、宮本伸也院長、吉田樹由副院長、齊藤

豐医療局参与の三人体制で診療を行っていますが、外科、眼科、整形外科、

小児科などは応援医師による診療体制であります。

その中にあって、齊藤豐先生には山田町の医療の復興を支える貴重な常勤

医師として、日々診療にあたられました。山田病院職員一同、深く感謝を申

し上げます。

これまで齊藤豐先生の診療を受けられていた患者さんは、宮本院長または

吉田副院長の診療に変更となりますので、ご理解をお願いいたします。

齊藤豐先生のこれからのご健康・ご多幸を、心よりご祈念申し上げます。

齊藤 豐 先生


